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小・中学校における児童生徒の情報活用能力を育成する授業づくりのあり方 

－児童生徒がICTを適切に活用する学習活動の充実を図る校内研修を通して－ 
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はじめに 
小・中学校学習指導要領(平成29年告示)では、「各学校においては、児童生徒の発達の段階を考

慮し、言語能力、情報活用能力(情報モラルを含む。)、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる

資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科横断的な視点から教

育課程の編成を図るものとする」と示されています。また、「教育の情報化に関する手引」(令和元

年12月)(以下、教育の情報化に関する手引という。)においては、「情報収集し、試行の繰り返しを

して整理・分析し、情報共有を図り、表現をするといったあらゆる学習場面において、ICT活用の

特性・強みを生かすことが期待される」「単にICT機器を指導に取り入れれば、情報活用能力が育成

されたり、教科等の指導が充実したりするわけではないということに留意する必要がある」と述べ

られています。 

当センターの令和２年度「ICT活用授業づくりプロジェクト研究」では、県内小・中学校８名の

教員(以下、研究委員という。)がそれぞれの所属校において校内研修を実施し、情報活用能力を

育成する授業づくりを学校全体に広げました。 

 児童生徒がICTを適切に活用する学習活動の充実を図り、多くの学校でICT活用の校内研修を実

施することができるよう、この「ICT活用校内研修ガイドブック」を作成しました。本冊子を、

ICT活用の校内研修を実施する際に御活用ください。 



１．社会における情報化の急速な進展と教育の情報化 
教育の情報化に関する手引では、「社会の在り方そのものが現在とは『非連続的』と言えるほど劇的に変

わる『Society5.0』時代の到来が予測されている。このように急激に変化し、将来の予測が難しい社会にお

いては、情報や情報技術を受け身で捉えるのではなく、主体的に選択し活用していく力が求められる」と述べ

られています。 

２．学習指導要領における教育の情報化 
小・中学校学習指導要領(平成29年告示)では、情報活用能力を、言語能力や問題発見・解決能力と同

様に、学習の基盤となる資質・能力と位置付けています。小・中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 

総則編においては、「各学校において日常的に情報技術を活用できる環境を整え、全ての教科等においてそ

れぞれの特質に応じ、情報技術を適切に活用した学習活動の充実を図ることが必要である」と示されていま

す。 

文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要について」から 

文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要について」から一部抜粋 

-1-



 

３．情報活用能力の育成 
小・中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 総則編においては、「情報活用能力をより具体的に捉え

れば、学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整

理・比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが

できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、

プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等も含むものである」と示

されています。本研究では、児童生徒が目的に応じて必要な情報を様々な方法で収集・選択したり、情報を

整理・比較しながら文章や図、表等にまとめたり、自身がまとめたものを分かりやすく相手に伝えたりするこ

とができるような姿を目指し、児童生徒がICTを適切に活用する学習活動の充実を図りました。 

 
 

 

４．情報活用の実践力育成の三つの観点 
本研究では、当センターの平成３０年度研究員派遣による学校支援に関する研究において見いだされた

情報活用の実践力育成の三つの観点「集める」「まとめる」「伝える」に焦点を当てて取り組みました。その

三つの観点については、平成30年度研究員派遣による学校支援に関する研究では、「デジタルカメラで写

真を撮ること、インターネットで検索すること、インタビューを録音することは、どれも情報を収集することになる

のではないか」といった、ICTの活用場面の共通点について話し合い、それを基に、ICTの活用場面を整理し

ていく中で、「集める」「まとめる」「伝える」といった情報活用の実践力育成の観点が明らかになり、本研究

では、この三つの観点に着目して授業づくりを行いました。 

文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要について」から 
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５．ICT活用校内研修 
教育の情報化に関する手引では、「情報社会の進展の中で、一人

一人の児童生徒に情報活用能力を身に付けさせることはますます重

要になっている。また、教師あるいは児童生徒がICTを活用して学ぶ

場面を効果的に授業に取り入れることにより、児童生徒の学習に対

する意欲や興味・関心を高め、『主体的・対話的で深い学び』を実現

することが求められている」、「ICT活用指導力の向上を図るために

は、日常の教科等の指導において、ICTを効果的に活用する教育方

法の習得に取り組む必要がある。そして、全ての教師が、このような教

育方法を習得していくためには、各学校の校内研修等を通じて浸透

させていくことが現実的な方法である」と示されています。そこで、本

研究では、右の表のように校内研修と授業実践を実施しました。児童

生徒がICTを適切に活用する学習

活動の充実を図る校内研修を「校

内研修プランシート」(本書p.40，

41)を用いて実施し、学校の指導者

全体で授業づくりを行いました。 

※研究論文p.8～12 

 

 

 

 

６．「校内研修プランシート」を用いた校内研修の計画 
２回実施する校内研修の内容のつながりを明確に捉え、一貫したねらいで校内研修を実施することができ

るよう、以下の３点をポイントにした「校内研修プランシート」を用いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修と授業実践の時期とねらい 

「校内研修プランシート」 

(１)各学校の情報活用能力 
育成についての実態と課題 

(２)校内研修のねらい 

(３)第１回校内研修の流れ 

(３)第２回校内研修の研究協議のテーマや内容 
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（１）各学校の情報活用能力育成についての実態と課題 
各学校の情報活用能力育成についての実態と課題を把握するため

に、文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」の質問項目を

含んだ指導者意識調査(本書p.46～48)や児童生徒質問紙調査(本

書p.49，50)の事前アンケートと、教員への聞き取りを実施し、指導者の

1学期の実践を振り返りました。事前アンケートから結果を分析するため

に、右の表のように、育成したい力をそれぞれ集める力、まとめる力、伝える力とし、三つの観点と対応させて

考えました。指導者、児童生徒の姿やアンケート結果を基に、各学校の情報活用能力育成についての実態を

把握し、課題を設定しました。 

 

 
 

（２）校内研修のねらい 
（１）で設定した課題を基に、どのような力を育成していきたいかを考え、目指す児童生徒の姿を具体的に

イメージし、校内研修のねらいを設定しました。第２回校内研修では、研究授業を参観し、これまで取り組んで

きたことを振り返り、次の実践へつなげたいと考えていました。そこで、校内研修のねらいには、どのような力

を育成していくかだけでなく、研究授業を基に、指導者それぞれの実践を振り返ることも追加して設定しまし

た。 

 

 

三つの観点 育成したい力 

「集める」 集める力 

「まとめる」 まとめる力 

「伝える」 伝える力 
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（３）第１回校内研修の流れと第２回校内研修の研究協議
のテーマや内容 

校内研修のねらいを踏まえて、第１回校内研修の流れを考え、第２回校内研修の研究協議のテーマや内

容を構想します。その際、校内研修のねらいと計画する校内研修の内容にずれが生じないように、常に前述

の（１）、（２）の内容を意識しながら構想します。 

①校内研修の構成 
「校内研修プランシート」で計画した研修を実施するために、各学校の実態に合わせた研修を構成するこ

とが大切です。本研究では、学校の指導者全体で校内研修が実施できるモデルプランを基本形として、児童

がICTを活用する授業の具体的なイメージをもつことのできる指導者が限られている学校に合わせたモデル

プランをリーダー育成型プラン、OJTメンバーから各教科部に広げていきたい学校に合わせたモデルプラン

をOJT活用型プランとしました。(本書p.７～12に資料あり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「ICT活用研修モジュール」を用いた第1回校内研修 
第1回校内研修では、児童生徒がICTを適切に活用する学習

活動を取り入れた授業を行うことができるようにすることをねらい

としました。そのねらいを達成するためには、開催方法や研修の流

れなどを工夫して、研修内容を充実させる必要がありました。そこ

で、第１回校内研修の講義・演習では、当センターの研修で活用し

ている資料や派遣研究の成果物を参考にした「ICT活用研修モ

ジュール」(本書p.13～39)を活用しました。 

まずは、第１回校内研修を実施する時間がどのぐらい必要なのかを考えました。次に、実態や研修のねら

いに合う「ICT活用研修モジュール」を選択しました。校内研修で実施する内容の一つひとつは、「モジュー

ル」という考え方に立ち、１コマあたりを短時間で設定し、選択や組合せができるようになっています。各学校

の情報活用能力育成についての課題を踏まえ、各学校の実態や研修のねらいに合う「ICT活用研修モ

ジュール」を選択し、実施の順序などを工夫しながら、第１回校内研修の資料を作成していきました。 

リーダー育成型プラン 

OJT活用型プラン 
モデルプラン 
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③研究授業を基にした第２回校内研修 
第２回校内研修までに、「授業プランシート」(本書p.42～45)を基に授業実践を行い、成果と課題を見

いだすことができるようにしました。 

第２回校内研修では、研究授業と研究協議を行いました。その際、校内研修のねらいとした力を育成でき

るよう、協議の視点を設定し、研究授業と研究協議がつながるように工夫しました。 

研究授業は、校内研修を進めてくださる研究委員の先生方にお願いしました。また、学校の先生方に研究

授業を参観していただきました。 

研究協議では、研究授業を基に、研修のね

らいを踏まえた協議のテーマや内容を設定

し、実践期間で行った互いの授業実践や具

体的なアイデア、疑問、悩み等について共有

し、新たな気付きを得たり、解決策を見いだし

たりできるよう、グループを作り話合いを行い

ました。その際、KJ法などの思考ツールを用

いて、校内研修のねらいとした力が育成でき

たかの話合いを行いました。 

 

「ICT活用研修モジュール」の一覧表 

KJ法による研究協議の場面 Web会議システムを活用した研究協議の場面 

-6-















ICT活用研修モジュール 
番号

ICT活用 
研修モジュール

ねらい ページ 

① 校内研修のねらい 自校の実態を把握し、課題意識をもつ。 14 

②
児童生徒がICTを活用
する授業とは

講義や授業の体験を通して、児童生徒がICTを
活用する授業のイメージをもつ。

17 

③ 情報活用能力について 情報活用能力について理解する。 20 

④ 研究委員の実践紹介
研究委員の1学期の授業実践から自校の実態と
課題について知る。

⑤
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について
「集める」編

「集める」に焦点を当てた授業の事例を知る。 28 

⑥
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について 
「まとめる」編

「まとめる」に焦点を当てた授業の事例を知る。 31 

⑦
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について 
「伝える」編

「伝える」に焦点を当てた授業の事例を知る。 34 

⑧ 授業づくりについて
「授業プランシート」を活用し、児童生徒がICT
を適切に活用する学習活動を取り入れた授業を
構想する。

37 

※ICT活用研修モジュール④については、当該校の実際の授業実践等を研修資料として活用することから、

本資料には掲載していません。
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す
る
調

査
結

果
（
概

要
）
」
よ
り

12
%

42
%

28
%

17
%

0%
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%
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%
50

%
60

%
70

%
80

%
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0%

15
%

10
%

23
%

17
%

20
%
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%

41
%

44
%

0%
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%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

本
校

の
指
導

者
意
識
調
査
の
結
果

質
問

５
～

８

＜
教

員
の

I
CT
活

用
指
導

力
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
よ
り

＞

Ｃ
項

目
「

児
童

生
徒
の

I
C
T

活
用

を
指

導
す

る
能
力

」
の

合
計

質
問

1
5

今
年

度
、

児
童

生
徒
が

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

授
業
を

行
っ

て
い

ま
す

か
。

質
問

1
6

今
年

度
、

児
童

生
徒
の

情
報

活
用

能
力

を
育

成
す
る

こ
と

を
意

識
し

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を

活
用

す
る

授
業

を
行

っ
て
い

ま
す

か
。

で
き
る

や
や

で
き
る

ほ
と
ん
ど

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

行
っ
て

い
る

や
や

行
っ
て
い
る

行
っ
て

い
な
い

あ
ま
り
行

っ
て

い
な
い

（
例

）

学
習

の
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力

情
報
活
用
能
力

言
語
能
力

問
題
発
見

解
決
能
力

情
報
活
用

能
力

情
報
活
用
能
力

文
部

科
学

省
「
2
1世

紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り

5
6

7
8
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情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め
る

滋
賀

県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派

遣
に

よ
る

学
校

支
援
に

関
す

る
研

究
『

児
童

の
情
報
活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の

あ
り

方
』

」
よ
り

情
報
を
収
集
・
選
択
す
る

ど
っ
ち
が
い
い
か
な
？

ま
と
め
る

情
報
を
整
理
・
比
較
す
る

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め

る
ま
と
め
る

伝
え

る
滋

賀
県

総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派
遣
に
よ
る
学
校
支
援
に
関
す
る
研
究

『
児

童
の

情
報

活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
』
」
よ
り伝
え

る

わ
か
り

や
す
く

相
手

に
伝
え

る

「
I
C
T
活

用
の

特
性

・
強

み
を

生
か

す
」

「
単

に
I
C
T
機

器
を

指
導

に
取

り
入

れ
れ

ば
、

情
報

活
用

能
力

が
育

成
さ

れ
た

り
、

教
科

等
の

指
導

が
充

実
し

た
り

す
る

わ
け

で
は

な
い

」

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
」

(令
和

元
年

1
2
月

)
よ
り

抜
粋

・
I
C
T
を

教
科

等
の

指
導

に
取

り
入

れ
る

ね
ら

い
を

明
確
に

す
る

・
I
C
T
活

用
場

面
を

意
図

的
・

計
画

的
に

位
置

付
け

る

情
報
活
用

能
力

児
童
生
徒
が
I
C
T
を

活
用
す
る
授
業
の
充
実

２
回
の
校
内
研
修
の
ね
ら
い

第
1
回

校
内

研
修

授
業

実
践

第
2
回

校
内

研
修

時
期

８
月

下
旬
か
ら
９

月
上
旬

９
月

中
旬
か
ら

1
0
月
上
旬

1
0
月

下
旬
か
ら

1
1
月
上
旬

ね
ら
い

児
童
生
徒
が

I
C
T
を

活
用

す
る

授
業

を
行

う
こ

と
が
で

き
る

。

授
業

実
践

か
ら

成
果

と
課

題
を

見
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

者
が

行
っ

た
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

交
流

を
行

い
、

自
身

の
成

果
と

課
題

を
見

い
だ

し
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

内
容

研
修
の

ね
ら

い
を

踏
ま

え
た
授

業
を

構
想

す
る

。

授
業

プ
ラ

ン
シ

ー
ト

を
活

用
し

授
業

実
践

を
行

う
。

研
究

授
業

を
行

い
、

研
究

協
議

で
は

、
授

業
実

践
し

た
こ

と
を

交
流

す
る

こ
と

に
よ

り
共

有
し

、
成

果
と

課
題

を
ま

と
め

、
次

の
実

践
に

つ
な

げ
る

。

9
1
0

1
1

1
2
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児
童
生
徒
が
I
C
T
を

活
用
す
る
授
業
と
は

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
②

出
典


文

部
科
学
省
「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実
践

研
究

報
告

書
(
平

成
2
6年

)
」

よ
り


文

部
科
学
省
「
学
習
指
導
要
領
(
平
成
2
9
年
告
示
)
解

説
算

数
編

」
よ

り

個
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

を
図

る
に

当
た

り
IC

T 
を

活
⽤

す
る

ＩＣ
Ｔ
を
効

果
的

に
活

用
し
た
学

習
場

面
の
分

類
例

実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

IC
T
活
用
の
具
体
場
面

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
②
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実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

演
習

か
け
算

(
２
年

算
数

科
)

み
の
ま
わ
り
か
ら
、
か
け
算
の
し
き
で
か
け
る
も

の
を
み

つ
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

か
け
算
を
見
つ
け
に

出
発
！

学
習
指
導
要

領
(平

成
29

年
告

示
)解

説
算

数
編

よ
り

5
6

7
8
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学
習
指
導
要
領

(平
成

29
年
告
示

)解
説

算
数

編
よ
り

消
防
設
備
を
探
そ
う

(
４
年

社
会

科
)

学
校
の

消
防

設
備

の
位

置
と
種
類
を
調

べ
よ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

校
内
の
消
防
設
備
を
見
つ
け
に

出
発

！

ふ
し
ぎ
、
び
っ
く
り
、
大
は
っ
け
ん

(
２
年

生
活

科
)

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

校
内
の
生
き
物
を
見
つ
け
に

出
発
！

実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

見
つ
け
た
も
の
を

全
体
交

流

9
1
0

1
1

1
2
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IC
T活

用
研

修
モ

ジ
ュ

ー
ル

③

情
報
活
⽤
能
⼒
に
つ
い
て

出
典


「

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び

特
別

支
援

学
校

の
学

習
指

導
要

領
等

の
改
善
及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
2
8
年
1
2
月
）


文

部
科

学
省

「
2
1
世

紀
を

生
き

抜
く

児
童

生
徒

の
情

報
活

用
能

力
の

育
成

の
た

め
に

」
（

平
成

２
７

年
３

月
）


文
部
科
学
省
「
2
1
世
紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り


文

部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」


文

部
科
学
省
委
託
事
業
「
次
世
代
の
教
育
情
報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調
査
研
究
』
」

情
報
活
⽤
能
⼒
とは
︖

「
幼

稚
園

、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学

校
の

学
習
指

導
要

領
等

の
改

善
及

び
必

要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
中
央
教
育
審
議
会

答
申

（
平

成
2
8年

1
2
月

）

情
報

活
用

能
力

と
は

世
の

中
の

様
々

な
事

象
を

情
報

と
そ

の
結

び
付

き
と

し
て

捉
え

て
把

握
し

、
情

報
及

び
情

報
技

術
を

適
切

か
つ

効
果

的
に

活
用

し
て

、
問

題
を

発
見

・
解

決
し

た
り

自
分

の
考

え
を

形
成

し
た

り
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
資

質
・
能

力

分
類
１

文
部

科
学

省
「

2
1世

紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
③
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実
践

・
研

究
を

踏
ま

え
た

情
報

活
用

能
力

の
例

示

文
部
科
学

省
委
託
事
業
「
次
世
代

の
教
育
情
報
化
推
進
事

業
『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』

」

分
類
２

学
習
指
導
要
領

情
報
活
⽤
能
⼒
は
⾝
に
つ
い
て
い
る
?!

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

あ
つ
め
る
・
ま
と
め
る
・
つ
た
え
る
に
課
題

5
6

7
8

-21-



例
１

あ
つ

め
る

例
３

つ
た

え
る

例
１

あ
つ

め
る

例
３

つ
た

え
る

課
題

⼩
学
校

中
学
校

例
２

ま
と

め
る

例
２

ま
と

め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

問
１
検
索
結
果
リ
ン
ク
先
（
イ
メ
ー
ジ
）

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

9
1
0

1
1

1
2
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例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

1
3

1
4

1
5

1
6
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例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

情
報
活
⽤
能
⼒
を
育
成
す
る
授
業
の
実
施
が
少
な
い

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

情
報
活
⽤
能
⼒
を
育
成
す
る

学
習
活
動
っ
て
?!

1
7

1
8

1
9

2
0
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あ
つ
め
る

ま
と
め
る

つ
た
え
る

情
報

活
用

能
力

を
育

成
す

る
と

は

情
報

活
用

能
力

を
育

む
こ

と
は

、
必

要
な

情
報

を
主

体
的

に
収

集
・
判

断
・
処

理
・
編

集
・
創

造
・
表

現
し

、
発

信
・
伝

達
で

き
る

能
力

等
を

育
む

こ
と

で
す

。
ま

た
、

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
技

能
の

確
実

な
定

着
と

と
も

に
、

知
識

・
技

能
を

活
用

し
て

行
う

言
語

活
動

の
基

盤
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

「
生

き
る

力
」
に

資
す

る
も

の
で

す
。

（
平

成
２

３
年

教
育

の
情

報
化

ビ
ジ

ョ
ン

よ
り

）

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（平

成
２

７
年

３
月

）

情
報

活
用

能
力

育
成

の
た

め
の

想
定

さ
れ

る
学

習
内

容

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』
」

実
践

・
研

究
を

踏
ま

え
た

情
報

活
用

能
力

の
例

示

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』
」

文
部

科
学

省
：
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

（
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
）
成

果
報

告
書

「
情

報
活

用
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

在
り

方
と

授
業

デ
ザ

イ
ン

」

A
 知

識
及

び
技

能

B
 思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等

C
 学

び
に

向
か

う
力

、
表

現
力

等

基
本

的
な

操
作

等

問
題

解
決

・
探

究
に

お
け

る
情

報
活

用

情
報

モ
ラ

ル
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

ス
テ

ッ
プ

１
ス

テ
ッ

プ
２

ス
テ

ッ
プ

３
ス

テ
ッ

プ
４

ス
テ

ッ
プ

５
小

学
校

低
学

年
小

学
校

中
学

年
小

学
校

高
学

年
中

学
校

修
了

高
等

学
校

修
了

2
1

2
2

2
3

2
4
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あ
つ
め
る

ま
と
め
る

つ
た
え
る

文
部

科
学

省
：
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

（
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
）
成

果
報

告
書

「
情

報
活

用
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

在
り

方
と

授
業

デ
ザ

イ
ン

」

あ
つ
め
る

ま
と
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

事
例
紹
介

つ
た
え
る

事
例
紹
介

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

あ
つ
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

2
5

2
6

2
7

2
8
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ま
と
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

つ
た
え
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

2
9

3
0
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あ
つ
め
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑤

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
集
め
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒
が

IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い
て

知
る
。

ね
ら
い

社
会
科

第
３
学
年

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
学
校
の
ま
わ
り
を
探
検
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
⾃
分
た
ち
の
ま
ち
の
様
⼦
（
⼟
地
の
使
わ
れ
⽅
、
⼟
地
の

⾼
い
と
こ
ろ
や
低
い
と
こ
ろ
、
古
く
か
ら
残
る
建
物
）
が
わ
か
る
。

学
習
活
動
（
４
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
学
校
の
ま
わ
り
（
北
コ
ー
ス
）
を
探
検
し
、
ま
ち
の

様
⼦
を
調
べ
る
。

３
．
探
検
で
調
べ
た
北
コ
ー
ス
の
様
⼦
を
全
体
で
伝
え
合

う
。

４
．
記
録
し
た
画
像
を
確
認
し
、
北
コ
ー
ス
の
様
⼦
を
プ

リ
ン
ト
に
ま
と
め
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
グ
ル
ー
プ
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
⽤
意
す

る
。

◇
学
校
の
ま
わ
り
を
探
検
し
、
ま
ち
の
様
⼦
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
画
像
を
記
録
す
る
。

◇
記
録
し
た
画
像
を
⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、

ま
ち
の
様
⼦
を
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

探
検
し
た
際
に
記
録
し
た
画
像
を
活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
の
ま
わ
り
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
な
様
⼦
で
あ
っ
た
の
か
を
よ
り
具
体
的
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
振
り
返
り
を
活
発
に
⾏
え
た
。

社
会
科

第
３
学
年

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑤
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音
楽

科
第

４
学

年
「
音

の
と
く
ち
ょ
う
を
生

か
し
て
音

楽
を
つ
く
ろ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
楽
器
の
特
徴
を
⽣
か
し
て
演
奏
す
る
。

・
楽
器
の
組
合
せ
や
演
奏
の
仕
⽅
、
リ
ズ
ム
の
組
合
せ
を
⼯
夫
す
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
楽
器
の
組
合
せ
や
⾳
の
鳴
ら
し
⽅
を
⼯
夫
し
な
が
ら
、

⾳
楽
を
つ
く
る
。

３
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
演
奏
を
録
画
、
再
⽣
し
、
⾃
分
た
ち

の
演
奏
の
改
善
点
を
話
し
合
う
。

４
．
改
善
点
を
基
に
楽
器
や
リ
ズ
ム
を
変
え
て
、
⾳
楽
を

つ
く
り
演
奏
す
る
。

※
２
〜
４
を
繰
り
返
し
⾏
い
、
よ
り
よ
い
演
奏
を
⽬
指

す
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
演
奏
を
録
画
、
再
⽣
す
る
⽅

法
を
説
明
す
る
。

◇
録
画
し
た
演
奏
を
再
⽣
し
、
楽
器
の
特
徴
を

⽣
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
話
し
合
う
。

◇
⼀
度
だ
け
の
録
画
で
は
な
く
、
演
奏
の
録
画
、

再
⽣
を
繰
り
返
し
⾏
い
、
よ
り
よ
い
演
奏
を

⽬
指
す
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

演
奏
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
録
画
し
、
い
く
つ
か
の
動
画
を
⾒
⽐
べ
る
こ
と
で
改
善
点
を
具
体
的
に
⾒
つ
け
、
⾃
分

た
ち
の
演
奏
に
⽣
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

音
楽

科
第

４
学

年
「
音

の
と
く
ち
ょ
う
を
生

か
し
て
音

楽
を
つ
く
ろ
う
」

委
員
会
活
動

放
送
委
員
会
「
運
動
会
の
様
⼦
を
放
送
し
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
競
技
を
終
え
た
児
童
が
感
想
を
⾔
う
際
に
、
動
画
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
⼦
を
記
録
す
る
。

・
種
⽬
ご
と
に
撮
影
し
た
動
画
か
ら
放
送
す
る
動
画
を
選
ぶ
。

学
習
活
動
（
運
動
会
当
⽇
・
委
員
会
活
動
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
種
⽬
ご
と
に
競
技
を
終
え
た
児
童
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
⾏
う
。
（
運
動
会
当
⽇
）

３
．
種
⽬
ご
と
に
、
全
校
放
送
で
放
送
す
る
動
画
を
選
ぶ
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
運
動
会
前
の
委
員
会
活
動
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
内
容
や
話
し
⽅
、
動
画
の
撮
影
⽅
法
を
練

習
し
て
お
く
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
⽤
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
様
⼦
を
動
画
で
撮
影
す
る
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
録
し
た
動
画
を
確
認
し
、

放
送
に
適
し
た
動
画
を
選
ぶ
。
（
声
の
⼤
き

さ
や
受
け
答
え
な
ど
）

◇
放
送
室
で
動
画
を
放
送
す
る
⽅
法
を
確
認
し
、

テ
ス
ト
放
送
を
⾏
う
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

競
技
を
終
え
た
児
童
の
感
想
を
動
画
で
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
会
当
⽇
の
雰
囲
気
や
臨
場
感
を
後
⽇
、

全
校
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
活
動

放
送
委
員
会
「
運
動
会
の
様
⼦
を
放
送
し
よ
う
」

5
6

7
8
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総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
６
学
年

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
、
児
童
が
⾃
分
で
決
め
た
め
あ
て
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
集
め
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
を
調
べ

る
。

３
．
調
べ
た
こ
と
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
メ
モ
を
す
る
。

※
調
べ
学
習
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
と
め
を
作
成
す
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
⽤
し
、
児
童
が
設
定

し
た
め
あ
て
に
合
わ
せ
た
情
報
を
集
め
る
。

・
「
し
が
け
ん
バ
ー
チ
ャ
ル
平
和
祈
念
館
」
に

滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

◇
ま
と
め
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
活
⽤
す
る
。

・
ま
と
め
を
⾏
う
際
に
は
、
⾃
分
の
⾔
葉
で
ま

と
め
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
⾏
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
の
情

報
を
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
６
学
年

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

9
1
0
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ま
と
め
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑥

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
ま
と
め
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒

が
IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い

て
知
る
。

ね
ら
い

国
語
科

第
１
学
年

「
『
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
』
を
し
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
紹
介
し
た
い
と
考
え
た
『
す
き
な
も
の
』
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
つ
く
る
。

・
質
問
に
合
わ
せ
て
、
作
成
し
た
ヒ
ン
ト
を
選
び
、
提
⽰
す
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
と
４
つ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
く
る
。

３
．
ク
ラ
ス
で
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
を
⾏
う
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
ク
イ
ズ
の
⾒
本
を
作
成
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
⼿

書
き
機
能
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
の
作
成
⽅
法
を

説
明
す
る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
て
、

絵
や
⽂
字
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
キ
ー
ボ
ー
ド
）

を
書
き
込
み
、
ク
イ
ズ
と
４
つ
ヒ
ン
ト
を
作

成
す
る
。

◇
聞
き
⼿
の
質
問
に
合
っ
た
ヒ
ン
ト
を
選
び
、

提
⽰
す
る
。

・
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
質
問
に
よ
っ
て
出
す

順
番
を
変
え
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

ヒ
ン
ト
の
順
番
を
相
⼿
の
質
問
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
聞
き
⼿
の
「
知
り
た
い
」
「
聞
い

て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
ク
イ
ズ
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

国
語
科

第
１
学
年

「
『
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
』
を
し
よ
う
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑥
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総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
４
学
年
「
⼈
に
や
さ
し
く
と
も
に
⽣
き
る
」

学
習
の
ね
ら
い

・
福
祉
に
つ
い
て
調
べ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
る
。

・
⼈
に
や
さ
し
く
、
と
も
に
⽣
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、
ま
と
め
る
。

学
習
活
動
（
３
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
発
表
資
料
を
作
成
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
⾔
葉
や

⽂
章
を
使
え
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
う
。

３
．
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、
学
ん
だ

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
⽅
を

説
明
す
る
。

・
ま
と
め
を
伝
え
る
相
⼿
の
こ
と
を
意
識
さ
せ

る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
、

⽂
字
の
⼤
き
さ
や
⾊
の
変
更
、
画
像
の
貼
り

付
け
や
移
動
な
ど
の
修
正
を
繰
り
返
し
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
ま
と
め
を
作
成
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
き
⼿
を
意
識
し
て
表
現
の
仕
⽅
を
試
⾏
錯
誤
し
、
何
度
も
修
正
を
加
え

な
が
ら
ま
と
め
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
４
学
年
「
⼈
に
や
さ
し
く
と
も
に
⽣
き
る
」

図
画
⼯
作
科

第
５
学
年
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
作
成
し
た
コ
マ
を
1コ

マ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。

・
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
い
、
そ
の
後
改
善
点
を
修
正
す
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
全
て
の
コ
マ
を
つ
な
げ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

成
す
る
。

３
．
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
い
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
合
う
。
そ
の
後
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
修
正

を
加
え
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
⽅
法
を
説
明
す

る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
撮
影
し
た

写
真
や
描
い
た
絵
を
貼
り
付
け
る
。

・
ア
ニ
メ
−
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
う
際
に
は
、
良

か
っ
た
点
や
改
善
点
な
ど
を
具
体
的
に
伝
え

る
よ
う
に
す
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
新
た
に
写
真
を
撮
影
し
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
コ
マ
の
数
を
減
ら
し
た
り
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童

の
発
想
を
⽣
か
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
画
⼯
作
科

第
５
学
年
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
」

5
6

7
8
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理
科

第
６
学
年

「
⽔
溶
液
の
性
質
と
は
た
ら
き
」

学
習
の
ね
ら
い

・
リ
ト
マ
ス
紙
の
⾊
の
変
化
か
ら
、
⽔
溶
液
に
は
ア
ル
カ
リ
性
、
中
性
、
酸
性
の
も
の
が
あ
る
と
理
解
す
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
前
時
の
実
験
結
果
の
画
像
を
⾒
な
が
ら
、
分
か
っ
た

こ
と
を
班
で
話
し
合
う
。

３
．
話
し
合
っ
た
こ
と
を
実
験
結
果
の
画
像
に
書
き
込
む
。

４
．
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を

ク
ラ
ス
全
体
で
交
流
す
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
前
時
に
撮
影
し
た
実
験
結
果
の
画
像
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
表
⽰
し
な
が
ら
話
合
い
を
⾏
う
。

◇
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
⽂
字
を
⼤
き
く
し
た

り
、
線
を
太
く
し
た
り
す
る
。

◇
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
全
員
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

リ
ト
マ
ス
紙
の
⾊
が
変
化
し
た
時
の
画
像
を
使
っ
て
、
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
ま
と
め

る
こ
と
で
、
⽔
溶
液
の
仲
間
分
け
を
容
易
に
⾏
う
こ
と
が
で
き
た
。

理
科

第
６
学
年

「
⽔
溶
液
の
性
質
と
は
た
ら
き
」

9
1
0
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つ
た
え
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑦

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
伝
え
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒
が

IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い
て

知
る
。

ね
ら
い

算
数
科

第
２
学
年

「
か
け
算
の
九
九
」

学
習
の
ね
ら
い

・
か
け
算
の
九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の
を
校
内
で
集
め
る
。

・
⾒
つ
け
た
も
の
の
計
算
⽅
法
を
ま
と
め
、
⾃
分
の
考
え
を
伝
え
る
。

学
習
活
動
(１
単
位
時
間
)

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
校
内
を
探
検
し
、
九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の

を
探
し
、
写
真
を
撮
る
。

３
．
記
録
し
た
画
像
に
、
考
え
た
計
算
⽅
法
を
書
き
込
む
。

４
．
考
え
た
九
九
を
ク
ラ
ス
で
伝
え
合
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
機
能
を
活
⽤
し
て
、

九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の
を
画
像
と

し
て
記
録
す
る
。

◇
撮
影
し
た
画
像
か
ら
紹
介
し
た
い
も
の
を
選

び
、
聞
き
⼿
に
考
え
た
計
算
⽅
法
が
伝
わ
る

よ
う
、
⼿
書
き
機
能
を
活
⽤
し
て
ま
と
め
る
。

◇
児
童
同
⼠
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
像
を
⾒
せ

合
っ
て
、
⾃
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
機
能
や
画
像
へ
の
書
き
込
み
機
能
を
活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
⾝
の
回
り
の
⽣
活

で
か
け
算
が
利
⽤
で
き
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

算
数
科

第
２
学
年

「
か
け
算
の
九
九
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑦
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国
語
科

第
３
学
年

「
へ
ん
と
つ
く
り
」

学
習
の
ね
ら
い

・
漢
字
の
「
へ
ん
」
が
漢
字
の
左
側
に
あ
り
、
お
お
ま
か
な
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

・
漢
字
の
「
へ
ん
」
に
興
味
・
関
⼼
を
持
ち
、
同
じ
「
へ
ん
」
を
使
っ
て
い
る
漢
字
を
考
え
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
「
へ
ん
」
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
知
る
。

３
．
「
き
へ
ん
」
の
漢
字
を
考
え
る
。

４
．
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
全
体
で
伝
え
る
。

※
「
に
ん
べ
ん
」
や
「
さ
ん
ず
い
」
に
つ
い
て
も
同
様

の
活
動
を
⾏
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
は
じ
め
は
個
⼈
で
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
出
し
合
わ
せ
る
。

◇
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
出
し
合
う
際
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
考
え
た
漢
字
を
書
き
込
む
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
だ
「
き
へ
ん
」
の

漢
字
を
⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
全
体
で

交
流
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
瞬
時
に
提
⽰
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
各
グ

ル
ー
プ
の
考
え
を
再
度
提
⽰
す
る
こ
と
を
容
易
に
⾏
う
こ
と
が
で
き
た
。

国
語
科

第
３
学
年

「
へ
ん
と
つ
く
り
」

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
学
年
「
⽣
命
の
源
『
⽔
』
を
調
べ
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
。 学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
発
表
を
す
る
と
き
、
発
表
を
聞
く
と
き
に
気
を
つ
け

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

３
．
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

４
．
発
表
を
聞
い
た
感
想
を
書
く
。

※
３
〜
４
を
繰
り
返
し
⾏
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
事
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活

⽤
し
て
、
発
表
資
料
を
作
成
す
る
。

◇
ス
ラ
イ
ド
に
合
わ
せ
て
、
ス
ラ
イ
ド
の
送
り

⽅
や
話
し
⽅
を
⼯
夫
す
る
。

・
発
表
を
聞
き
、
質
問
が
あ
る
場
合
は
発
表
者

に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
設
け
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
て
発
表
す
る
際
、
ス
ラ
イ
ド
ご
と
に
書
く
項
⽬
を
指
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
伝
え
た
い
こ
と
を
焦
点
化
し
て
説
明
で
き
る
た
め
、
聞
き
⼿
に
伝
わ
り
や
す
い
発
表
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
学
年
「
⽣
命
の
源
『
⽔
』
を
調
べ
よ
う
」

5
6

7
8
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社
会
科

第
６
学
年

「
武
⼠
の
世
の
中
へ
」

学
習
の
ね
ら
い

・
武
⼠
の
や
か
た
の
様
⼦
か
ら
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
考
え
、
単
元
の
め
あ
て
を
つ
く
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
武
⼠
の
や
か
た
の
様
⼦
か
ら
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問

を
考
え
る
。

３
．
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
発
表
す
る
。

４
．
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
基
に
し
て
、
単
元
の
め
あ

て
を
つ
く
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
電
⼦
⿊
板
を
活
⽤
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
や

疑
問
を
全
体
で
共
有
す
る
。

◇
必
要
に
応
じ
て
電
⼦
⿊
板
に
書
き
込
み
を
⾏

い
、
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
共
有
し
や
す

く
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

電
⼦
⿊
板
に
映
し
出
し
た
絵
図
に
書
き
込
ん
だ
り
拡
⼤
し
た
り
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
付
い
た
こ

と
や
考
え
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
ク
ラ
ス
全
体
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

社
会
科

第
６
学
年

「
武
⼠
の
世
の
中
へ
」

9
1
0
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授
業
づ
く
り
に
つ
い
て

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑧

出
典


文
部
科
学
省
「
学
び
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
事

業
実

践
研

究
報

告
書

(平
成
26
年
)」

よ
り


文

部
科

学
省

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
(令

和
元

年
12

月
)」

よ
り

「
授
業
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、児
童
生
徒

が
IC
T
を
活
用
す
る
授
業
を
構
想
す
る
。

ね
ら
い

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑧
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学
校
に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
場
面

文
部

科
学

省
「
学

び
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
実

践
研

究
報

告
書

（
平

成
26

年
）
」
よ
り

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め

る

滋
賀

県
総

合
教

育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派
遣
に
よ
る
学
校
支
援
に
関
す
る
研
究

『
児

童
の

情
報

活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
』
」
よ
り

情
報
を

収
集
・

選
択

す
る

ど
っ
ち
が
い
い
か
な
？

ま
と
め
る

情
報
を

整
理
・

比
較

す
る

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め
る

ま
と
め
る

伝
え
る

滋
賀

県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派

遣
に

よ
る

学
校

支
援
に

関
す

る
研

究
『

児
童

の
情
報
活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の

あ
り

方
』

」
よ
り伝
え
る

わ
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

文
部

科
学

省
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
」
(令

和
元

年
12

月
)よ

り

情
報

活
用

能
力

の
体

系
表

例

5
6

7
8
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各
教
科
等
の
学
習
指
導
要
領
を

参
考

に
、
本

時
の

ね
ら
い
を
設

定
す
る
。

「
情
報
活
用
能
力
の
体
系
表
例
」

に
あ
る
「
問
題
解
決
・
探
求
に
お

け
る
情

報
活

用
」
の

分
類

の
中

か
ら
育

成
し
た
い
情

報
活

用
能

力
を

記
入

す
る
。

文
部

科
学

省
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
」
(令

和
元
年

12
月

)「
情

報
活

用
能

力
の

体
系

表
例

」よ
り

授
業

に
取

り
入

れ
る
情

報
活

用
の

実
践

力
育
成
の
観
点
と
IC
T

活
用

の
学

習
場

面
に
つ
い
て
、

単
元

計
画
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踏
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。
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。
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校内研修プランシート 

学校名 氏名

各学校の情報活用能力育成についての実態と課題 校内研修のねらい 

第１回校内研修として計画する時間 約 分間 

ICT活用研修モジュール ICT活用研修モジュールを選定した理由

第２回校内研修の研究協議のテーマや内容 
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第２回校内研修の研究協議の視点と流れ 

研究協議の視点 

時間 内容 

第１回校内研修と第２回校内研修を振り返って 

（所属校の先生の変容や自己の変容について） 
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授業プランシ࣮ト 

学校名 学年࣭組 教科 単元名 

単元目標 

単元 

計画 

学習ࡽࡡࡢい 主࡞学習活動 

学習場面 

情報活用

 実践力ࡢ

児童生徒ࡢ ICT 活用 

一斉 

個別 

協働 

集めࡿ 

ま࡜めࡿ 

伝えࡿ 

本時ࡽࡡࡢい ICT を教科等ࡢ指導࡟取ࡾ入ࡽࡡࡿࢀい

児童生徒ࡀ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

育成したい情報活用能力 

情報活用ࡢ実践力育成ࡢ観点㸦複数可㸧 

 ࡿ伝えڧ ࡿめ࡜まڧ ࡿ集めڧ

ICT 活用ࡢ学習場面ࡢ分類㸦複数可㸧 

一斉学習ڧ  協働学習ڧ 個別学習ڧ

学習活動 

ࡀ児童生徒ڦ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

○指導上ࡢ留意点 ☆ICT 活用場面 

㸯 

㸰 

㸱 

㸲 

指導者： 

本時ࡢ展開㸦 月 日 時間目 㸧 

めあて 

まとめ 

㸦ICTを活用することの効果㸧 
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授業プランシ࣮ト㸦本時ࡢ展開ࡳࡢ㸧㸦 月 日 時間目 㸧

学年࣭組 教科 単元名

本時ࡽࡡࡢい ICT を教科等ࡢ指導に取ࡾ入ࡽࡡࡿࢀい

児童生徒ࡀ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

育成したい情報活用能力 

情報活用ࡢ実践力育成ࡢ観点㸦複数可㸧 

 ࡿ伝えڧ ࡿめ࡜ࡲڧ ࡿ集めڧ

ICT 活用ࡢ学習場面ࡢ分類㸦複数可㸧 

一斉学習ڧ  協働学習ڧ 個別学習ڧ

学習活動 

ࡀ児童生徒ڦ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

○指導上ࡢ留意点 ☆ICT 活用場面 

㸯 

㸰 

㸱 

㸲 

指導者： 

めあて 

まとめ 

(ICTを活用することの効果㸧 
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授業プランシ࣮ト㸦記入例㸧 

学校名 総合教育⑆ンター 学年࣭組 小学校第⎝学年⎜組 教科 算数科 単元名 ⏣⏩算九九⏽く␢ 
単元目標 

乗法␆意味␪理解し⌊⏵␆意味や乗法␃関し⏾成␢立⏼性質␪␚␀␃乗法九九␪構成し⌊九九␪唱え␣⏫␀⏤⏿⏥␣␀␀␚␃⌊具体的␂場面⏿乗法␪
用い␣⏫␀⏤⏿⏥␣⌋ 

単元 

計画 

学習ࡽࡡࡢい 主࡞学習活動 

学習場面 

情報活用

 実践力ࡢ

児童生徒ࡢ ICT活用 

一斉 

個別 

協働 

集めࡿ 

ま࡜めࡿ 

伝えࡿ 

⎜ 
⎡␆段␆九九␆構成␆仕方␪理解⏱␣⌋ ○⎡␆段␆九九␆構成␆仕方␃⏼い⏾考え␣⌋

○累加や乗数␀積␀␆関係␂␁既習␆考え␪
活用し⏾⌊⎡␆段␆九九␪構成⏱␣⌋

⎝ 

⎡␆段␆九九␪確実␃唱え⌊適用⏱␣⏫␀
⏤⏿⏥␣⌋ 

○⎡␆段␆九九␪唱え⌊カー⑔␂␁␪使⏻⏾練
習⏱␣⌋

○⎡␆段␆九九␪見直し⌊九九表やアレイ図␂
␁␪基␃し⏾⌊交換法則や分配法則⏤成␢
立⏻⏾い␣⏫␀␪確認⏱␣⌋

○⎡␆段␆九九␪用い⏾問題␪解決⏱␣⌋

⎞ 
⎢␆段␆九九␆構成␆仕方␪理解⏱␣⌋ ○⎢␆段␆九九␆構成␆仕方␃⏼い⏾考え␣⌋

○累加や乗数␀␆関係␃加え⌊交換法則␂␁
既習␆考え␪活用し⏾⌊⎢␆段␆九九␪構成
し⌊九九表␃答え␪書く⌋

⎟ 
⎠ 

⎢␆段␆九九␪確実␃唱え⌊適用⏱␣⏫␀
⏤⏿⏥␣⌋  

○⎢␆段␆九九␪唱え⌊カー⑔␂␁␪使⏻⏾練
習⏱␣⌋

○⎢␆段␆九九␪見直し⌊九九表やアレイ図␪
基␃し⏾⌊交換法則や分配法則⏤成␢立⏻⏾
い␣⏫␀␪確認⏱␣⌋

○⎢␆段␆九九␪用い⏾問題␪解決⏱␣⌋

個別 

○⏼ま⏲⏥⏤想定さ␤␣⏷␙⌊児童⏤パワ
ーポイン⑓␪用い⏾九九␆反復練習␪行
い⌊各自␆ペー⑄⏿理解し␂⏤␡学習␪
進␙⏾知識・技能␆習得␪␇⏣␣⌋

⎡ 
⎣␆段␆九九␆構成␆仕方␪理解⏱␣⌋ ○⎣␆段␆九九␆構成␆仕方␃⏼い⏾考え␣⌋

○既習␆性質や⏥ま␢␪活用し⏾⌊い␥い␥␂
方法⏿⎣␆段␆九九␪構成⏱␣⌋

⎢ 
⎣␆段␆九九␪確実␃唱え⌊適用⏱␣⏫␀
⏤⏿⏥␣⌋  

○⎣␆段␆九九␪唱え⏷␢⌊カー⑔␪用い⏷␢し
⏾練習␪⏱␣⌋

○⎣␆段␆九九␪用い⏾問題␪解決⏱␣⌋

⎣ 
⎤␆段␆九九␆構成␆仕方␪理解⏱␣⌋ ○⎤␆段␆九九␆構成␆仕方␃⏼い⏾考え␣⌋

○既習␆性質や⏥ま␢␪活用し⏾⌊い␥い␥␂
方法⏿⎤␆段␆九九␪構成⏱␣⌋

⎤ 
⎤␆段␆九九␪確実␃唱え⌊適用⏱␣⏫␀
⏤⏿⏥␣⌋ 

○⎤␆段␆九九␪唱え⏷␢⌊カー⑔␪用い⏷␢し
⏾練習␪⏱␣⌋

○⎤␆段␆九九␪用い⏾問題␪解決⏱␣⌋

≻≺ 
≻≻ 

⎜␆段␆九九␪構成し⌊意味␆理解␪確
実␃⏱␣⌋  
九九␪⌊答え␆大⏥い方⏣␡唱え⏷␢⌊途
中⏣␡唱え⏷␢⌊交互␃唱え⏷␢⏱␣活動
␪通し⏾⌊九九␆習熟・定着␪図␣⌋  

○場面␪␀␡え⌊⎜×⎡␆式⏣␡乗法␆意味␪
確⏣␙␣⌋

○⎜␆段␆九九␪唱え␣⌋
○九九⌊答え␆大⏥い方⏣␡唱え⏷␢⌊途中⏣

␡唱え⏷␢⌊交互␃唱え⏷␢⏱␣活動␃取␢
組␘⌋

個別 

○習熟度␃差⏤あ␣␀想定さ␤␣⏷␙⌊
児童⏤パワーポイン⑓␪用い⏾九九␆反
復練習␪行い⌊各自␆ペー⑄⏿理解し␂
⏤␡学習␪進␙⏾知識・技能␆習得␪␇
⏣␣⌋

≻≼ 
⎝ｃｍ␆⎞倍␆長さ␪求␙⏷␢⌊図␪見⏾基
準量␆何倍⏣␪考え⏷␢し⌊⌽倍⌾␃⏼い
⏾␆理解␪深␙␣⌋  

○⎝ｃｍ␆⎞倍␆長さ␪乗法␪使⏻⏾求␙␣⌋
○ঁ⌊ং␆テー③図␪見⏾⌊ং␆テー③␇ঁ␆

何倍⏣␪考え␣⌋ 

≻≽ 
九九表⏣␡⏥ま␢␪見⏼⏩␣活動␪通し
⏾⌊乗数␀積␆関係や⌊乗数␆交換法則␃
⏼い⏾␆理解␪深␙␣⌋  

○九九表␪見⏾⌊⏫␤ま⏿␆九九␆構成⏿用
い⏷乗数␀積␆関係や⌊乗法␆交換法則␪
確認⏱␣⌋

≻≾ 
乗法␆性質や⏥ま␢␪用い⏾⌊簡単␂場合
␆⎝位数␀⎜位数␆乗法␆答え␆求␙方
␪理解⏱␣⌋  

○九九表␪基␃⌊学習し⏾⏥⏷性質や⏥ま␢␪
用い⏾⌊被乗数⏣⎝位数␆乗法␃⏼い⏾答
え␆求␙方␪考え␣⌋

≻≿ 
≲本時≳

身␆周␢⏣␡⌊乗法⏿全体␆個数␪求␙
␡␤␣場面␪見い⏸し⌊式⏿表⏱⏫␀␆良
さ␪実感⏱␣⌋ 

○校舎内␃あ␣␚␆␆中⏣␡い␥い␥␂数␆
求␙方␪⌊集␙⏷写真␪基␃考え␣⌋

○⏵␤⏶␤␆考え␪発表し⌊検討⏱␣⌋ 協働 
集␙␣ 

伝え␣ 

○児童⏤タ②レッ⑓␪使⏻⏾⌊身近␂校舎
内⏣␡情報␪収集⏱␣⌋
○大型テレ⑞␃映し出し⌊児童⏤見や⏱い
サイ⑅␃拡大し⌊発表⏱␣⌋

指導者： 
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≻⊀ 学習内容␪適用し⏾問題␪解決⏱␣⌋  ○⌽力␪⏼⏩␣␚␫⏸い⌾␃取␢組␘⌋  
    

≻⊁ 学習内容␆定着␪確認し⌊理解␪確実␃
⏱␣⌋  

○⌽しあ⏪⌾␃取␢組␘⌋  
    

 

 

本時ࡽࡡࡢい 

身␆回␢⏣␡⌊乗法⏿全体␆個数␪求␙␡␤␣場面␪見い⏸し⌊ 
式⏿表⏱⏫␀␆␠さ␪実感⏱␣⌋ 

ICT を教科等ࡢ指導࡟取ࡾ入ࡽࡡࡿࢀい 

⏣⏩算九九⏤身近␂␀⏫␥⏿⏷くさ␫使わ␤⏾い␣⏫␀␪実感⏿⏥␣␠う
␃⏱␣⌋ 
 

 

 

 

 

児童生徒ࡀ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

身␆回␢␃あ␣⏣⏩算␪分⏣␢や⏱く友達␃伝え␣␃␇␁うし⏷␡いい⏣
␂ 

育成したい情報活用能力 

身近␂␀⏫␥⏣␡情報␪収集⏱␣⌋ 
情報活用ࡢ実践力育成ࡢ観点㸦複数可㸧 

 ࡿ伝え☑    ࡿめ࡜ま☑    ࡿ集めڧ

ICT 活用ࡢ学習場面ࡢ分類㸦複数可㸧 

 一斉学習   ☑個別学習    ☑協働学習ڧ

学習活動 

ࡀ児童生徒ڦ ICT を使用すࡿ目的を意識࡛ࡿࡁ発問 

○指導上ࡢ留意点  ☆ICT 活用場面 

⎜ 前時␆学習␪振␢返␣⌋ 
 

⎝ 課題␪把握し⌊␙あ⏾␪確認⏱␣⌋ 
 
 
 
 
 
 
  C タ②レッ⑓␪使う⌋ 
  C 写真⏿撮影⏱␣⌋ 
 
  C 写真⏤あ␣␀わ⏣␢や⏱い 
  C くわしく見␤␣ 
  C 大⏥く⏿⏥␣ 
  C 何枚␚集␙␡␤␣ 
 
⎞ 課題␆解決␃取␢組␘⌋ 
・ペア⏿校内␪回␢⌊身␆回␢␃あ␣␚␆␆中␃⏣く␤⏾い␣⏣⏩算␪見⏼⏩␣⌋⍁協働

学習・集␙␣⍂ 
・発表␃向⏩⏾⌊九九␆考え方⏤伝わ␣␠う␃⌽考え⏷理由⌾␪タ②レッ⑓␃書く⌋ 
 
⎟ 九九␪使⏻⏾数え␡␤␣␚␆␪発表⏱␣⌋⍁協働学習・伝え␣⍂ 

 
 
 
 
⎠ ま␀␙⌊振␢返␢␪⏱␣⌋ 
 
 

 
 
○九九␪使⏻⏾数え␡␤␣␚␆␆例␪一⏼紹介⏱␣⌋ 
 
 
 
 
■今⏣␡校内␪回⏻⏾⌊⏣⏩算␪見⏼⏩␃行く␆⏸⏩␤␁⌊⏵␆後␆発表⏿分⏣␢や
⏱く友達␃伝え␣␃␇␁うし⏷␡いい⏣␂⌋ 
 
 
 
■␁うし⏾⌋ 
 
 
 
 
 
○発表␆時␃␇⌊⌽考え⏷理由⌾␪説明⏱␣⏫␀␪伝え⏾⏢く⌋ 
☆タ②レッ⑓␆写真撮影機能␪活用し⏾⌊九九␪使⏻⏾数え␡␤␣␚␆␪画像␀し⏾
保存⏱␣⌋ 
 
 
☆⌽⑟ンチアウ⑓⌾␪使い見⏳⏷い部分␪拡大し⏾⌊焦点␪しぼ⏻⏾大型テレ⑞␃う⏼
⏱⌋ 
 
○一⏼分␆大⏥さ␆何倍⏣␃当⏷␣大⏥さ␪求␙⏾い␣⏫␀␪考えさ⏳␣⌋ 
 
 
 
 
 

 

本時ࡢ展開㸦 10 月 14 日５時間目 㸧 

伝え⏷い部分␪拡大⏿⏥␣ 
一定時間␆中⏿⏷くさ␫見⏼⏩␡␤␣ 
実物␆␠う␃詳しく伝え␡␤␣ 

タ②レッ⑓⏿ 
写真␪撮影⏱␣ 

㸦ICTを活用することの効果㸧 

めあ࡚ 

⌽身␆回␢␃あ␣␚␆␆中␃⏣く␤⏾い␣⏣⏩算␪見⏼⏩⏾⌊発表し␠う⌾ 

ま࡜め 

⌽身␆回␢␃あ␣␚␆␇⌊九九␪使⏻⏾式⏿表⏱⏫␀⏤⏿⏥␣⌾ 
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お願い 

１ この意識調査は、児童生徒がICTを適切に活用する学習活動に関する

先生方の意識を把握することで、今後の本校のICTを活用する学習にお

いて、情報活用能力の向上につながる授業改善等に役立てることを目的

として行います。 

２ 表面の質問１から質問12について、当てはまるものを一つ選んで、そ

の番号（数字）のマーク を塗りつぶしてください。裏面の質問13から

質問17については、当てはまるものを選択または記述してください。 

児童生徒が ICT を適切に 

活用する学習活動に関する 

指導者の意識調査 
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質問１から質問 12 について、あなたは、授業において児童生徒をどの程度指導することができ

ますか。最も近いものを一つ選んで、その番号(数字)のマーク を塗りつぶしてください。できま

したら裏面の質問にお答えください。 

 

 できる 
ややでき

る 

あまりで

きない 

ほとんどで

きない 

１ 

児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を明確につかませた
り、学習内容を的確にまとめさせたりするために、コンピュ
ータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示す
る。 

①    ②    ③    ④ 

２ 
児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり、
比較検討させたりするために、コンピュータや提示装置な
どを活用して児童生徒の意見などを効果的に提示する。 

①    ②    ③    ④ 

３ 

知識の定着や技能の習熟をねらいとして、学習用ソフトウ
ェアなどを活用して、繰り返し学習する課題や児童生徒一
人一人の理解・習熟の程度に応じた課題などに取り組ませ
る。 

①    ②    ③    ④ 

４ 
グループで話し合って考えをまとめたり、協働してレポー
ト・資料・作品などを制作したりするなどの学習の際に、コ
ンピュータやソフトウェアなどを効果的に活用させる。 

①    ②    ③    ④ 

５ 
学習活動に必要な、コンピュータなどの基本的な操作技能
(文字入力やファイル操作など)を児童生徒に身に付けるこ
とができるように指導する。 

①    ②    ③    ④ 

６ 
児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用し
て、情報を収集したり、目的に応じた情報や信頼できる情報
を選択したりできるように指導する。 

①    ②    ③    ④ 

７ 

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーシ
ョンソフトなどを活用して、調べたことや自分の考えを整
理したり、文章・表・グラフ・図などに分かりやすくまとめ
たりすることができるように指導する。 

①    ②    ③    ④ 

８ 
児童生徒がお互いの考えを交換し共有して話合いなどがで
きるように、コンピュータやソフトウェアなどを活用する
ことを指導する。 

①    ②    ③    ④ 

９ 

児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任
を持ち、相手のことを考え、自他の権利を尊重して、ルール
やマナーを守って情報を集めたり発信したりできるように
指導する。 

①    ②    ③    ④ 

10 

児童生徒がインターネットなどを利用する際に、反社会的
な行為や違法な行為、ネット犯罪などの危険を適切に回避
したり、健康面に留意して適切に利用したりできるように
指導する。 

①    ②    ③    ④ 

11 
児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け、
パスワードを適切に設定・管理するなど、コンピュータやイ
ンターネットを安全に利用できるように指導する。 

①    ②    ③    ④ 

12 
児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付
き、学習に活用したり、その仕組みを理解したりしようとす
る意欲が育まれるように指導する。 

①    ②    ③    ④ 
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質問 13、15、16 については最も近いものを一つ選んで、その番号(数字)のマーク を塗りつぶし

てください。質問 14、17 については記述してください。 

13 

昨年度、先生や児童生徒がICTを活用した授業

をどのくらい行いましたか。 

①ほぼ毎日 ②週２～３回程度 ③週1回程度 

④月２～３回程度 ⑤月１回程度  

⑥学期１回程度 ⑦活用していない 

①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦ 

14 
昨年度、ICTを活用した授業をどの教科で実施

しましたか。実施した教科名を記載してくださ

い。 
 

15 

今年度、児童生徒がICTを活用する授業を行っ

ていますか。 

①行っている     ②やや行っている  

③あまり行っていない ④行っていない 

①      ②     ③     ④ 

16 

今年度、児童生徒の情報活用能力を育成するこ

とを意識してICTを活用する授業を行っていま

すか。 

①行っている     ②やや行っている  

③あまり行っていない ④行っていない 

①      ②     ③     ④ 

17 児童生徒がICTを活用する授業について、困っていることや悩んでいること、知りたいことや挑戦しよう

と思っていることをお書きください。（自由記述） 

 

 

 

 

 
御協力ありがとうございました。下記に教員としての経験年数、授業している学年・担当教科、氏

名をお書きください。 
 

学  校  名 

 

教員としての経験年数 

         年 

 

授業している学年・担当教科 

 

氏     名 
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お願
ねが

い 

１ この調
ちょう

査
さ

は、みなさんの学校
がっこう

での、コンピュータを活用
かつよう

し

た学
がく

習
しゅう

や問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するときの 考
かんが

え方
かた

についてたずねる

ものです。 

２ １～12番
ばん

の質
しつ

問
もん

については、当
あ

てはまるものを選
えら

んで、そ

の番号
ばんごう

（数字
す う じ

）のマーク をぬりつぶしてください。 

３ 13番
ばん

の質
しつ

問
もん

については、文 章
ぶんしょう

で書
か

いてください。

４ 質
しつ

問
もん

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

み、先生
せんせい

の説明
せつめい

を聞
き

きながら、できるだ

け正
せい

確
かく

に答
こた

えてください。 

学  校  名 学年 組 

出席番号 氏 名 

児童生徒質問紙
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あなたは、次
つぎ

のことについてどのように思
おも

っていますか。当
あ

てはまるものを選
えら

んで、その番号
ばんごう

(数字
す う じ

)のマーク をぬりつぶしてください。13 の質問
しつもん

については、文章
ぶんしょう

で書
か

いてください。 

 

 

 

 

あて 

はまる 

どちらかと

いえば 

あてはまる 

 

どちらかと

いえば 

あてはまら

ない 

 

あて 

はまらない 

１ 
授業
じゅぎょう

でコンピュータやタブレットを使
つか

ったこ

とがある。 
①      ②     ③      ④ 

２ 
コンピュータやタブレットを使

つか

った授業
じゅぎょう

は楽
たの

しい。 
①      ②     ③      ④ 

３ 
授業
じゅぎょう

でもっとコンピュータやタブレット、デジ

タルカメラなどを使
つか

いたい。 
①      ②     ③      ④ 

４ 
授業
じゅぎょう

でコンピュータやタブレットを何
なん

のため

に使
つか

っているのか考
かんが

えている。 
①      ②     ③      ④ 

５ 
コンピュータやタブレットを使

つか

った授業
じゅぎょう

は分
わ

かりやすい。 
①      ②     ③      ④ 

６ 

コンピュータやタブレットを使
つか

って、インター

ネットから目的
もくてき

に合
あ

った情報
じょうほう

を探
さが

すことがで

きる。 

①      ②     ③      ④ 

７ 
タブレットやデジタルカメラを使って

つか

、目的
もくてき

に

合
あ

った写真
しゃしん

や動画
ど う が

をとることができる。 
①      ②     ③      ④ 

８ 
コンピュータやタブレットを使

つか

って、発表
はっぴょう

する

ためのスライドや資料
しりょう

を作
つく

ることができる。 
①      ②     ③      ④ 

９ 
グループでコンピュータやタブレットを使

つか

っ

て、話
はな

し合
あ

ったりまとめたりしている。 
①      ②     ③      ④ 

10 
コンピュータやタブレットを使

つか

って発表
はっぴょう

する

と、相手
あ い て

に伝え
つた

やすい。 
①      ②     ③      ④ 

11 
自分
じ ぶ ん

がコンピュータやタブレットを使
つか

って

発表
はっぴょう

をしてみたい。 
①      ②     ③      ④ 

12 

 

コンピュータやタブレットを使う
つか

と、自分
じ ぶ ん

とは

ちがう考え
かんが

にはどのようなものがあるかがわ

かりやすい。 

①      ②     ③      ④ 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータやタブレットを使
つか

ってしてみたい学習
がくしゅう

や考
かんが

えていることがあれば書
か

いてください。 
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